
2023 年度事業報告 
Ø 啓発：テキストの活⽤と別刷リーフ  

詳細①：甲状腺診療 テキストを⼀般医家 5000 名に提供  
「報告」「かかりつけ医のための甲状腺疾患ガイド」を作成し、内分泌学会・⼼⾝医学会・ 

    ⼥性医学学会・核医学会・甲状腺学会にて計 1500 冊を配布              
  BML・栄研化学・富⼠フイルム和光純薬より計 2500 冊を配布 

詳細②：診断部分について抜き刷りリーフ 2 万枚を作成し⼀般医家に配布  
「報告」BML・⽇本臨床を通じて⼀般内科を中⼼に 23,000 部を配布 

Ø 連携：⽇本⼥性医学学会（旧更年期学会）  
詳細①：⽇本⼥性医学学会と共同で⼀般医家向けの Web セミナー開催  
「報告」名古屋エリアで⼥性医学学会・甲状腺協会共催で Web セミナーを開催 

Ø 臨床研究の受託  
詳細①：年代別 TSH 基準値策定のための臨床試験  
「報告」ロシュ・富⼠レビオ・アボット・富⼠フイルム和光純薬の 4 社での論証試験を開始 
詳細②：バセドウ病再発抑制を⽬的とした寛解指標の探索  
「報告」隈病院・京都府⽴⼤学・茨⽊保健所共同研究より中間報告 
Ø メールマガジンや Newsletter の作成と配信  
詳細①：⽇本甲状腺協会会員に向けた臨床情報の配信  
「報告」2 回発⾏ 
 


